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方法
　被験者は，平成16年から22年までの本学学生283名であり，その内訳は，平成16年51名，平
成17年61名，平成18年46名，平成19年39名，平成20年33名，平成21年27名，平成22年28名であ
る．なお計測時の年齢は18-19歳である．
　被験者は，日常身に着けている下着の上に，体のシルエットを崩さないように選んだ紺色の
スクール水着を着用し，ウエストには３cm幅の中心に黒線を引いた白色ベルトを締め，耳眼水
平の静止姿勢で撮影した．撮影は，CONTAX RTS型カメラに80
㎜の望遠レンズを用い，焦点を体幹中央部に合わせ，距離５ｍで
行った．また，撮影と同時に行った計測方法および計測点は，日
本人の人体計測データ作成のためにまとめられた『設計のための
人体計測マニュアル』８）に準じた．なお，体型写真の撮影及び身
体計測については，本学の「ヒトを対象とする研究に関する委員
会」の承認を得ており，被験者の学生からの同意書をもらって行っ
ている．
　さらに，資料として用いた体型写真は，撮影したものを出来る
限り正確に1/10大に引き伸ばした正面の写真である．
　今回使用した項目は，腕付け根囲，腕囲，大腿囲，後丈，前丈，
肩幅，肩角度，袖丈の計測値とそれをもとに算出した左右差であ
る．それらの集計方法は，年度ごとに平均値，標準偏差，最大値，
最小値の統計量とヒストグラムを作成し，経年変化を見ると共に，
比較検討を行った．
　さらに正面の体型写真から求めた肩先点，胸囲位，胴囲位，最
大腰囲位の床面からの左右の高さを計測し，左右の差を算出した．
また，各自の頚窩点からの下垂線を引き，それぞれの項目の幅を
計測し，その中央が下垂線とどちらにどれだけずれているかを測
定した．計測部位を図１に示す．それらの結果を，年度ごとに単
純集計を行い，分布状況などにより比較検討を行った．
結果及び考察
１．被験者の身体計測値における左右差について
　被験者の身体計測値の平均値は，「日本人の人体寸法データブック　2004-2006」の全国平均
値（20-24）と各年度の本被験者の平均値を併せて表1に示す．
　全国の平均では，身長158.9㎝，胸囲81.6㎝，胴囲67.1㎝，腰囲89.5㎝であり，本被験者の７
年間の年度毎の平均値と比較すると，本被験者の方が若干小さい傾向にある．また，肩幅はほ
ぼ近い値を示すが，腕付け根囲，腕囲，大腿囲，袖丈も同様に小さい傾向にあり，後ろ丈と前
丈についてはさらに全国平均値のほうが大きい．これは「日本人の人体寸法データブック　
2004-2006」の被験者が19.5歳以上の女性であったために，本被験者よりやや上の年代となって
図１　幅の中央と頚窩点の
下垂線とのずれの計
測部位
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表１　身体計測値　平均値一覧
図２　計測項目（４項目）の年度別　左右差の平均値・最大値・最小値
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いるためと考えられる．これらのことから，本被験者は，全国平均よりやや若いため厚みが無
い体型にあり，他の部位と比べ肩幅がやや広くなっているともいえる．しかし，ほとんどの項
目が±0.5標準偏差内であり，さらにJISのサイズの範囲内でもあるため標準的な体型と見るこ
とが出来る．
　身体計測値の中から，左右差があると予想できる腕付け根囲，腕囲，大腿囲，肩幅の４項目
について，左の計測値から右の計測値を差し引いたものを左右差として用いた．マイナスの値
は，右の計測値のほうが大きいことを表している．それらの平均値，最大値（左が最も大きい），
最小値（右が最も大きい）を図２に示した．平均値を見ると，大腿囲の左右差では平均値がマ
イナスになっており，右が大きい人が多く，近年になるほどその値は小さくなっている．腕付
け根囲と腕囲については，右が大きい人がやや多いが，平均すると僅かである．肩幅では，近
年は左のほうが大きくなってきている．
　平均値ではプラスとマイナスが打ち消しあってしまうため僅かな差しかない様に感じられ
る．そこで，左右差の分布の状況を知るため，先の４項目に袖丈と肩角度を加えた６項目の各
年度別の出現率を求めた．最大値から最小値の出現範囲を，０±0.2㎝を中心に級間を0.5㎝ご
とに区切り，出現率を算出した．その結果を図３に示す．
　腕付け根囲についてみると，差が無いと判断できる０±0.2㎝の割合は，どの年度において
も1/3以上ある年は認められず，左右を比べると，右が太い人の割合が若干多い．腕囲につい
ては，０±0.2㎝の差が無いと見られる人の割合が，どの年度でも1/3見られ，高さの差は小さ
くなっている．大腿囲については，右が太い人が多く，差が無い人と左が太い人がほぼ同じく
らいの割合になっている．これらの周径項目では，右利きが多いことも影響して，全体では右
がやや太い人のほうが多い傾向にある．
　肩幅では，以前は右が大きい人が多かったが，左が広い人が多くなっており，その傾向は，
近年になるほど徐々に多くなっている．袖丈については，右が長い人がかなり多く見られる．
特に平成19年と20年では，左の袖丈が長い人は，それぞれ7.68％，6.06％と非常に少ない．そ
の後徐々に差がなくなり，平成22年では同じくらいの割合になっている．肩角度については，
本被験者全体の平均値では，左右とも同じ24.6度である．全国の平均値が右23.1度，左22.8度
であるので，本被験者はかなりなで肩であるといえる．左右差を見ると，差の最大値は，右肩
の傾斜の方が左よりも大きい（右のほうがなで肩）人では13度違い，左肩では14度違うので，
かなり大きい差のある人が見られた．さらに，分布を見ると左右の差が認められ，平成21年以
外で左肩の傾斜が大きい人が多い傾向にある．
　既製服の製作において，日本工業規格（JIS）の成人女子用衣料サイズでは，身長，バスト，
ヒップの値で規定されているため，その他の寸法は「日本人の人体寸法データブック　2004-
2006」などから捉えられており，右側の計測値が用いられている．それらを考え合わせると，
腕付け根囲と腕囲については右が大きい人が多かったことから，左右差があっても大きい方の
右の計測値が用いられているため，カバーできているものと思われる．袖丈については，体型
では右が長い人が多く，衣服サイズが右を基準に製作されていることで左右差はカバーできて
いる．肩幅では左が長い人が多いことから，合わない人も出ることが考えられる．しかし，肩
幅と袖丈を含めた裄丈で捉えると，袖丈の差の方が右が長い人が多く，多少袖付け位置がずれ
ることはあってもほとんどの人は着装できるであろう．その他肩角度の差などは，大きいと着
装時にたすきじわが出るため美しいとはいえない．それを補正するために肩パッドの使用が望
ましいのであるが，近年のファッションの傾向では，肩パッドが入れられていない物が多く，
– 47 –
若い女性における体型の左右差について
図３　計測項目の左右差の分布
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若い女性が嫌う傾向にあるため，補正するためのパッドなどを工夫する必要がある．
２．正面から見た姿勢の左右差について
　昨年のアンケートの結果で，正面から見た姿勢については，47.7％の半数近くの人が，よく
も悪くも無いという回答であった．しかし，悪いところとしては，左右の肩の高さが違うなど
肩周辺のことをあげた人が多く，ついで片脚に重心がかかることなどであった．
　そこで，本研究では，さらに正面の体型写真から求めた姿勢を表すために有効と思われる肩
図４　正面から見た肩先点の左右差
図５　正面から見た胸囲位の左右差
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先点，胸囲位，胴囲位，最大腰囲位の４項目について床面からの左右の高さを計測し，左右の
差を算出した．また，各自の頚窩点からの下垂線を引き，それぞれの項目の幅を計測し，その
中央が下垂線とどちらにどれだけずれているかを測定し，それらについて検討した．
　正面から見た肩先点の左右差について，高さと肩先点間中央のずれを図４に示す．高さの左
右差については，左右が同じ高さの人は非常に少なく，平成18年を除く全ての年度で，左が高
い人が半数以上いる．左右のずれについては，平成21年までは右にずれている人が多いが，平
成22年には，右，左，どちらでもないがほぼ1／3ずつになっている．
図６　正面から見た胴囲位の左右差
図７　正面から見た最大腰囲位の左右差
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　正面から見た胸囲位の左右差について，高さと幅中央のずれを図５に示す．高さについての
特徴はあまり見られないが，やや左が高い人が多い．これは肩先点に近い場所であるため肩先
点の影響を受けていると考えられる．中央のずれについては，右にずれている人が多く，肩先
点よりも顕著である．近年になるほど，どちらにもずれていない人の数は減少し，どちらかに
ずれているという人が多いということになる．
　正面から見た胴囲位の左右差では，高さと幅の中央のずれを図６に示す．左右の高さについ
ては，右が高い人が多くなり，肩先点と胸囲位の上半身の高さの左右差とは逆の動きをしてい
る．ずれについて見ると，左右どちらにもずれていない人は1／5〜1／4であり，その他は若干
右にずれている人が多いものの，ほとんど左右同じくらいの割合を示す．
　正面から見た最大腰囲位の左右差では，高さの差と幅中央のずれを図７に示す．正面から見
たときのシルエットは腰囲位より最大腰囲位の幅で形成されるため，この項目を使用した．高
さの左右差について見ると，胴囲位と同様，右が高い人が多い．中央のずれについても，右に
ずれている人が多い．このことは，若い女性の運動による筋肉のつき方に影響され，やはり右
利きのほうが多いことにも起因していると思われる．また，胴囲位と最大腰囲位の下半身の動
きが，肩先点と胸囲位の上半身と逆の動きをしていることは，それによってバランスを取って
いると考えられる．しかし着装の面から考えると，美しいとは考えられない．この問題は，既
製服のサイズの問題では解決できず，若い女性が自分の姿勢の左右差を把握し，直していくよ
うにする必要がある．その助言をするために，本結果は有効であると考える．
要約
　人体についてみると，ほとんどの人に左右差があると思われるが，既製服などでは左右対称
に作られている．そこで若い女性の正面から見た体型や姿勢について検討を行った．計測値の
左右差の平均値は，大腿囲では右が大きい人が多く，近年になるほどその差は小さくなってい
る．腕付け根囲と腕囲については，やや右が大きい人が多い．肩傾斜角度は，左が大きい人の
ほうが多い．既製服は右の計測値を使用しておりなんとかカバーできていると考える．姿勢に
ついては正面の体型写真で見ると，高さの左右差については，肩先点で左が高く，差が無い人
はほとんどいない．胴囲位および下半身の最大幅位での傾向は似ており、右が高い人が多く，
肩先点と逆の動きをしている．頚窩点からの垂直線のどちらにずれているかでは，肩先点では
右にずれてきている．胸囲位では右にずれている人がやや多く見られ，胴囲位，最大腰囲位と
ずれが大きくなる．上半身と下半身は左右の高さの違いが逆の動きを示しており，バランスを
取っていることが分かった．美しく洋服を着装するためには，若い女性が自分の姿勢の左右差
を把握し，直す必要がある．その助言をするために，本結果は有効であると考える．
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